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最近，車且織化学的研究法の進歩により， chol inergic 及び、adrenergic fiber の区別が可能となり，
消化管の自律神経支配機構に多くの知見がもたらされた。しかし， H病の自律神経支配と本症の病態
生理との関連性については未だ確立した見解はない。




方法:検索材料には H病根治手術時切除した14例の無神節直腸・ S 状結腸部と 1 例の剖検材料，並
びに全結腸に及ぶ長節 aganglionosis の切除材料及び剖検材料各 1 例を用いた。対照には小児開腹手
術時得られた10例の正常切除結腸を用いた。切除標本は新鮮な状態で二つに分け，来且織化学用及び鍍
銀染色用に処理した。壁内神経の構造を考慮し，標本は主として粘膜面に平行に切削することとした。
鍍銀染色には鈴木法，時に Jabonero 法を用いた。 adrenergic element の検索には Falk- Hillarp 
の catecholamine 蛍光法を用い， cholinergic element の検索には Karnovsky-Roots の direct

















正常結腸の壁内神経構造に一致して cholinesterase 活性が証明され， DFP処理によって消失せず，












径二種の無髄線維よりなり， Catecholamine 蛍光及び Acety1 inesterase 活性を有することから，
外来交感，副交感線維そのものである。













Hirschsprung 結腸の病理組織学的特徴は，壁内神経細胞の欠知( aganglionsis) とこれに代る太い
神経線維束の出現で知られる。近年組織化学的手法の進歩と共に，本症結腸壁各層に cholinergic 及
び adrenergic fibers の異常な増加も指適される所となったが，これらの神経線維の意義機能に関す
る見解は全く一致を見ない。
本研究では， H病結腸を鍍銀法 Catecholamine 蛍光法及び Acetylcholine 染色法の三者を併用して
検索し，本症結腸に特異的に出現する太い神経線維束が，外来交感，副交感線維そのものであること。
又筋層や粘膜筋板中の cholinergic 及び adrenergic fibers の増量が壁内神経細胞と言う target を失
なった外来交感，副交感線維の未梢が示す二次的現象であることを明らかにしている。
本論文は，未だ議論の多い H病結腸の自律神経支配形態に関し， 1 つの明解な解答を与えたものでや
あり，学位論文として十分評価し得るものである。
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